
 
 

防災について考えよう 

 校長 高鍋 恭子  

夏休みも終わり、学校には子どもたちの元気な声が戻ってきました。夏休み期間中にさまざまな経験を重ねた

子どもたちの表情からは、それぞれの成長が感じられ、充実した日々を過ごした様子がうかがえます。 

さて、今年の夏は自然災害が多い夏でした。７月には熊本地震、８月には千葉県で大雨による浸水災害等、各

地で災害が発生し、多くの方々が被災されました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げると共に、一日も早

い復旧・復興を願うばかりです。このような災害のニュースが流れるたびに、私たちは、日常生活を当たり前に送る

ことができることへの感謝を忘れず、一日一日を大切に過ごしていかなければならない、と改めて感じます。 

先日、「誰一人取り残さない地域防災について」というテーマで防災アドバイザーの小山内世喜子さんの講演

を聞く機会がありました。講演の中で一番印象に残ったことは、能登地震を例に挙げ、地震による直接的な被害

で亡くなった方よりもその後の避難生活や体調悪化などによる「災害関連死」の方が多かったということです。せ

っかく、一次避難で命を守ることができたとしても、その後の厳しい生活環境の中で命を落としてしまうというのは、

大変残念なことです。そのため、「災害関連死」を防ぐためにも、避難所における環境整備が重要だとお話にあり

ました。災害発生直後は、プライバシーの確保が難しく、トイレ状況など、衛生面も悪くなりがちです。そのような状

況では、感染症が流行するなどの二次被害も発生してしまうわけです。だからこそ、一日も早く、今までの日常生

活に近い環境を整えることが大切になります。講演を聞きながら、災害から命を守ることはもちろんですが、その後

も安心して生活できるよう、環境を整えることの大切さを改めて実感しました。 

いつどこで大地震が起きるか分からない今だからこそ、日頃の備えと避難訓練の重要性を強く感じています。

本校でも、夏季休業期間中に、教職員で校内を点検し、避難経路等の確認を行いました。 

また、4 年生は総合的な学習の時間に防災について学びます。自分の命を守る力を育むとともに、被

災後の生活をどのように支え合い、困難を乗り越えていくのかを考えることは大切です。それは子ども

たちだけでなく、家庭や地域においても必要なことだと考えています。 

8 月 30 日から 9 月 5 日までは防災週間です。この機会に、各御家庭でも防災について話し合う時間

を設けていただければと思います。例えば、次のことについてお子さんと話し合って見てください。 

• 災害が発生した際の避難場所や避難経路の確認 

• 家族が離れているときの連絡方法や集合場所の確認 

• 飲料水や非常食、携帯トイレなどの備蓄品の点検 

• 家具の固定や非常持出袋の準備状況の確認 

• 地域のハザードマップを見ながら、自宅周辺の危険箇所の確認 

日頃から備えについて家族で共有しておくことは、いざというときの安心につながります。防災週間を

機に、御家庭でも「自分たちの命を守るためにできること」を考えていただければ幸いです。 

９月からは多くの学習や行事を通して子どもたちが大きく成長する時期です。当たり前の日常を送ることができ

ることへの感謝の気持ちを忘れずに、子どもたちが安心して学び、挑戦できる学校づくりに努めてまいります。防災

への備えについても、区の防災課をはじめ、学校と家庭、そして地域と連携して取り組んで参ります。引き続き、保

護者・地域の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 
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夏休み作品展について 

夏季休業中に制作した作品を各教室

前に展示しております。子どもたちが様々

な工夫を凝らして制作した個性豊かな作

品をぜひご覧ください。他学年の作品も

ご鑑賞いただけます。 

入校証を着用の上、ご来校ください。 
  
期間：９月４日(金)～９月２５日（金） 

             （土日・祝日を除く） 

時間：午後３時３０分～４時３０分 

保護者会の実施について 
 

１年生 保護者会  ９月２４日（木）午後３時～ 各学級 

２年生 保護者会 １０月 ２日（金）午後３時～ 各学級 

３年生 保護者会  ９月２４日（木）午後３時～ 各学級 

４年生 保護者会  ９月２５日（金）午後３時～ 各学級 

５年生 保護者会 １０月 ２日（金）午後３時～ 各学級 

６年生 保護者会  ９月１１日（金）午後３時～ 各学級 

🎊令和８年度 なかよしフェスティバルを終えて🎊 
６年生のなかよし班リーダーを中心に、準備をすすめてきました。下学年にも、やりたいお店の希望を聞

きながら、同じ「射的」でも自分たちのオリジナリティが出せるように工夫して計画を立てました。どの班も、

５・６年生が下級生をサポートし、協力して準備をすすめている様子が見られました。学年の枠を越えて、

仲が深まったように感じます。 

当日は、「ペットボトルキャップを飛ばす射的」や、「たくさんのテーブルゲームができるカジノ」、「学校に

あるものを上手に使って行ったパターゴルフ」など、自分たちらしさ溢れるお店が多かったように思います。

今年も、なかよしフェスティバルを盛り上げるために、代表委員が企画したスタンプラリーも好評でした。各

店舗の文字を集め、並び変えると問題が完成するようになっています。班の中で集めてきた文字を教え合

って暗号を解いていました。様々な場面で、異学年交流が見られたなかよしフェスティバルになりました。S

準備期間も短かった中、６年生を中心に例年よりも笑顔あふれるフェスティバルだったのではと思います。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の様子 
 ３年生は、社会科や総合的な学習の時間の一環として、毎年周辺地域の様々な場所に見学に行くことになっ

ています。７月８日には、近隣にあるサミット野沢龍雲寺店に行きました。その際、売り場だけでなく、普段は入

ることのできないバックヤードの中にも入れていただき、調理の様子や野菜を保管する冷蔵室の中を見学す

ることができました。店長さんや副店長さんへのインタビューでは、日頃聞くことのできない様々な質問に答え

ていただき、お客様に安心して買い物をしてもらうための工夫や、廃棄物を減らすための工夫など、スーパー

の様々な取組について学ぶことができました。 今後の学習でも、様々な場所を訪れ、そこで働く人たちと触れ

合いながら、体験を伴ったより深い学びにつなげていきます。 

 

 


